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試 料

捕集(静置)

GC/MS

溶媒抽出/濃縮

MonoTrap®；DCC18 5枚
室温、12時間

ジエチルエーテル 1000μL,
超音波照射 5分

前処理の手順

GC条件

Sｙstem ：SHIMADZU GC-2010、GCMS-QP2010  

Column ：InertCap Pure-WAX

0.25mmI.D.×30m df=0.25μm

Column Temp ：40℃(5min)→4℃/min→250℃（5min)

Carrier Gas ：He 95kPa

Injection ：Split  1:10, 1μL

250℃

Detection ：MS Scan (m/z;25-450)

GCキャピラリーカラム： InertCap Pure-WAX 0.25mmI.D.×30m df=0.25μm 
Cat.1010-68142 香気成分分析には最適なカラムです。

MonoTrap®と併せての御使用をお勧めします。

産地の違う国産しいたけ（Ａ，Ｂ） 各38g

③MT Extract Cup with Vial

N２パージにて数μLまで濃縮

しいたけ香気成分の簡易濃縮分析
－ 捕集剤MonoTrap® の利用 －

MonoTrap®は大きな表面積と、シリカゲル、活性炭、ODSの特性を併せ持つハイブリットな新規吸
着剤です。多孔性シリカの表面を利用して、大きな表面積と活性炭含有による吸着剤効果を利用し捕
集効率が高く、短時間、高感度分析が出来るツールとして利用できます。

今回は、MonoTrap® DCC18(活性炭含有)を用いて、産地(状態)の違う2種類のしいたけの香気成
分の簡易濃縮分析をおこないました。1個あたりが低コストで、使用前のコンディショニングが不要です
ので、複数検体を手軽に捕集することができます。
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しいたけＡ しいたけＢ

1-Octen-3-ol 2.3% 4.5%

3-Octanol 1.7% 33.1%

3-Octanone 1.8% 35.8%

Dimethyl trisμLfide 1.7% 4.5%

＜主要香気成分の面積％による比較＞

しいたけA

しいたけB

参考文献・・・（[食べ物]香り百科事典 日本香料協会編集）

実試料のしいたけＡはよりフレッシュな状態でみずみずしく、しいたけＢはよりドライ
な状態でしいたけの芳醇な香りが強い印象です。このような場合も、ＭｏｎｏＴｒａｐ®
で捕集することにより、ＧＣ/ＭＳで確認することができます。


